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海産魚と寄生虫の低塩分耐性についてⅠ 
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はじめに 

ここ数年の傾向として、海産養殖魚の外部寄生

虫の被害が多くなっているようです。水産用医薬

品の開発には、最低でも数年間はかかるため、医

薬品以外の対策が求められています。医薬品以外

の対策の一つとして淡水の利用が挙げられます。

しかし、魚種により淡水浴に耐えられる時間が異

なりますし、淡水浴とは言っても海水の混入は必

ず生じる問題です。他方、外部寄生虫も種類によ

り低塩分に対する耐性が異なりますが、魚がどの

程度の低塩分に絶えられるのか、寄生虫がどの程

度の低塩分で駆除できるのかについてのまとまっ

た資料は、ほとんどありません。 

そこで、魚は低塩分にどのくらいの時間耐えら

れるのか、また、どの程度の塩分でハダムシが駆

除できるのかを明らかにすることを目的として試

験を行いましたのでご紹介します。 

 

海産魚の低塩分耐性試験 

 海産魚の低塩分耐性試験をブリ、マダイ、マハ

タについて実施し、その結果を表１から表５に示

しました。 

 ブリ当歳魚（平均魚体重５３グラム）は、淡水

中では６割が３０分以内に死亡し、１時間以内に

全て死亡しました（表１）。塩分が０．３％では

１時間、０．５％では２時間生存しました。 

 
表１ 

 ブリ（当歳魚）に対する低塩分処理時間と死亡率 

単位 

％ 

処理時間／塩分 0.0% 0.1% 0.2% 0.3% 0.4% 0.5% 

30 分 60 40 0 0 0 0 

60 分 100 100 40 0 0 0 

90 分 - - 80 60 0 0 

120 分 - - 100 100 0 0 

150 分 - - - - 60 60 

180 分 - - - - 100 100 

 

ブリ１歳魚（平均魚体重７８５グラム）は、淡

水中では３０分以内に全て死亡しましたが、０．

３％では１時間半、０．５％では８時間以上、全

て生存しました（表２）。 

この結果から、安全域を考慮して、ブリには１

時間程度の０．５％程度の低塩分水（これは海水

を７倍程度に薄めたもの）浴が可能と考えられま

す。 

 
表２ 

 ブリ（1 歳魚）に対する低塩分処理時間と死亡率 

単位 

％ 

処理時間／塩分 0.5% 0.1% 0.2% 0.3% 0.4% 0.5% 

30 分 100 40 0 0 0 0 

60 分 - 40 40 0 0 0 

90 分 - 100 60 0 0 0 

2 時間 - - 100 20 0 0 

3 時間 - - - 60 0 0 

4 時間 - - - 80 0 0 

5 時間 - - - 80 0 0 

6 時間 - - - 100 60 0 

7 時間 - - - - 80 0 

8 時間 - - - - 80 0 

 

マダイ当歳魚（平均魚体重１８グラム）は、淡

水中では３０分以内に全て死亡しました（表３）。

塩分が０．３％では１時間半、０．５％では２時

間生存しました。 

 
表３ 

 マダイ（当歳魚）に対する低塩分処理時間と死亡率 

単位 

％ 

処理時間／塩分 0.0% 0.1% 0.2% 0.3% 0.4% 0.5% 

30 分 100 60 0 0 0 0 

60 分 - 100 60 0 0 0 

90 分 - - 100 0 0 0 

120 分 - - - 60 0 0 

150 分 - - - 100 20 40 

180 分 - - - - 100 40 

 

マダイ３歳魚（平均魚体重１，３４８グラム）

は、淡水中では３０分以内に全て死亡しましたが、

０．３％では１時間半、０．５％では８時間以上、

全て生存しました（表４）。 

この結果から、安全域を考慮して、マダイには

１時間程度の０．５％程度の低塩分水浴が可能と

考えられます。 

 

 



表４ 

 マダイ（3 歳魚）に対する低塩分処理時間と死亡率 

単位 

％ 

処理時間／塩分 0.0% 0.1% 0.2% 0.3% 0.4% 0.5% 

30 分 100 0 0 0 0 0 

60 分 - 100 0 0 0 0 

90 分 - - 0 0 0 0 

2 時間 - - 100 40 0 0 

3 時間 - - - 60 60 0 

4 時間 - - - 100 80 0 

5 時間 - - - - 80 0 

6 時間 - - - - 80 0 

7 時間 - - - - 80 0 

8 時間 - - - - 80 0 

 

マハタ２歳魚（平均魚体重４９５グラム）は、

淡水中では３０分以内に全て死亡しましたが、０．

３％では２時間、０．５％では８時間以上、全て

生存しました（表５）。 

この結果から、マハタに０．５％程度の低塩分

浴を１時間程度実施しても問題無いと考えられま

す。 

 
表５ 

 マハタ（2 歳魚）に対する低塩分処理時間と死亡率 

単位 

％ 

処理時間／塩分 0.0% 0.1% 0.2% 0.3% 0.4% 0.5% 

30 分 100 20 0 0 0 0 

60 分 - 60 0 0 0 0 

90 分 - 100 40 0 0 0 

2 時間 - - 60 0 0 0 

3 時間 - - 100 20 0 0 

4 時間 - - - 60 0 0 

5 時間 - - - 60 20 0 

6 時間 - - - 60 40 0 

7 時間 - - - 80 60 0 

8 時間 - - - 80 60 0 

 

参考のために、海産魚の低塩分耐性試験の方法

を紹介します。 

はじめに、５００リットルの水槽に海水と淡水

を適当な割合で入れて、ハンディー塩分計で測り

ながら塩分を調整しました。この水槽に、供試魚

を５尾ずつ入れて、止水でエアレーションをしな

がら６時間から８時間観察をした後、海水を流水

（３０回転／日）して、２４時間後の生存を確認

しました。今回の試験期間中の水温は、２３．８℃

から２６．４℃でした。 

 

ハダムシの低塩分耐性試験 

ハダムシの低塩分耐性試験の結果を表６に示し

ました。淡水浴の場合は５分間で、９９％が駆除

されますが、塩分が０．５％以下でも、１０分間

の低塩分水浴で９割以上のハダムシが駆除でき、

０．７５％でも２０分間で９５％が駆除できるこ

とがわかりました。 

 
表６ 

Benedenia seriolae の塩分と処理時間による駆除率 

単位

％ 

処理時間 

  ／塩分 
0.00% 0.25% 0.50% 0.75% 1.00% 1.25%

5 分 99 90  73  61  - - 

10 分 1 93  94  61  41 41 

20 分 - 98  99  95  63 0 

 

海水の塩分は概ね３．５％ですから、海水を７

倍に薄めた場合は１０分間で、５倍に薄めた場合

は２０分間の低塩分水浴で大部分のハダムシが駆

除できることになります。 

ちなみに、この試験は、海面で飼育されてハダ

ムシが多数寄生したブリ１歳魚（５２０～９７０

グラム）を低塩分水浴し、その後、淡水浴を５分

間行い、脱落したハダムシを計数する方法で行い

ました。なお、水温２６℃の条件で行いました。

塩分は、０％、０．２５％、０．５％、０．７５％、

１％、１．２５％として、それぞれ、５分、１０

分、２０分、３０分について検討しました。 

参考として、海産魚類に寄生するハダムシは、

数種類が知られていますが、今回は、ブリに寄生

す る ベ ネ デ ニ ア  セ リ オ ラ エ （ Benedenia  

seriolae）について試験しました。ちなみに、ベ

ネデニア セリオラエは、体長５ミリメートル以

上が成虫で、最大で１センチメートル以上になり

ます。卵には一端に長い付属糸がついていて、生

簀網に絡みつき、水温が２４度の時には５日程度

で孵化します。孵化幼生は３００ミクロン程度の

大きさで、２０日程度で成虫になります。駆除の

方法として、水温が２９℃以上だと大半の虫が魚

体から脱落し、２９．７℃での卵の孵化率は３％

になると報告されています。また、５～１０分間

の淡水浴が有効とされています。駆虫剤として、

過酸化水素水を有効成分とする薬浴剤やプラジク

アンテルを有効成分とする経口剤が水産用医薬品

として市販されています。 

 

おわりに 

ハダムシと海産魚の低塩分耐性の試験の結果か

ら、ブリ、マダイ、マハタのハダムシ駆除は、水



温が２６℃以下では、０．５％の低塩分水浴を１

０分間行うことで安全に行えることがわかりまし

た。 

海産魚と寄生虫の低塩分耐性については、今後、

機会があれば、他の種類についても調べて行こう

と考えています。ご希望の魚種や寄生虫があれば

ご連絡ください。 

 

（専門研究員 : 髙見生雄） 
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